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Q. 学びに向かう態度＝コミュニケーションへの態度？

トピック：Eメールか手紙か？【対比型】

プロンプト：どちらがよいコミュニケーション手段か？使用

プロンプト：どちらが自分にとって（今後）重要か？

目的・場面・状況の設定と個人化をどう図るか？

使用

【昨年度】授業を通して、どう英語学習者を育てていくか

方略の共有と
価値の内在化？

自己調整？ 学びに
向かう力

自己効力？

改善と変容

学習

学習方略の選択肢をいかに広げて状況に合わせて使用可能とするか？支援



資質・能力の三つの柱と学習・コミュニケーション態度

粘り強い取組を行お
うとする力×自らの
学習を調整する力＊

学びに向かう態度
目的・場面・状況に
合わせて、思考し、
判断し、表現する力

コミュニケーションへの態度

学びに向かう
態度（意欲）

コミュニケーション
への態度（意欲）

「粘り強い取り組み」⇒自己実現志向

「自律的な取り組み」⇒自己調整学習

達成動機づけ

自己効力（感）

＊『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』参照



「論理・表現」でICTを活用して書く意欲を高めるには？

ICTを効果的に活用して、生徒の英語で書くことへの
抵抗感を下げ、書く意欲を高めたい

【従来型】
ワークシート・ノート中心で指導

【端末型】
タブレット端末中心で指導

学びを促す工夫

・よい書き手の学習方略共有

・課題の選択肢と抵抗感での
グルーピング

・書き手のコメントへの応答
的・焦点的ピアフィードバック

ICT活用による工夫

・Jamboardによる個人的・協
働的な思考の整理（L1⇒L2）
・ Jamboard上での教師の共

感的コメントや応答的な付加
情報の提示による介入・支援

ICT活用による学習のプロセスの可視化と協働的学びに基づいた
思考の整理や個別最適化による意欲向上・不安減少の可能性

拡大⇒収束



Pyramid Model of Willingness to Communicate  (MacIntyre et al.,1998)

コミュニケーション態度・意欲とコミュニケーション不安

コミュニケーション意欲

言語使用

自信≒自己効力（感）

状況的

特性的

コミュニケーション態度

個人的

統合的

特性的(trait)? or 状況的(state)? 促進的(facilitative) or 抑制的(debilitative)？

コミュニケーション不安

課題特定的
(task specific)

↕
一般的（general）

意図

行動

素性

傾向

文脈

有能性（感）

≒CAN-DOレベル or 
プロファイル？ CEFR/CV(2018)



コミュニケーション態度・意欲とコミュニケーション不安

今回実践研究調査結果より（参考）

課題特定的な自
己効力の向上と
不安の減少？

個人的コミュニケーション
意欲（相手意識）と課題
への興味の向上？



デジタル時代に必要な言語コミュニケーション能力

バトラー後藤（2021）『デジタルで変わる子どもたちー学習・言語能力の現在と未来』より改編

基本的言語知識

創造的言語使用能力社会的言語使用能力

自律的言語使用能力

デジタル世代の
言語使用・認知
スタイル

デジタル世代に必
要な言語コミュニ
ケーション能力

学習手段としてのデジタルテクノロジー

身体性 社会性
感情・
情緒性

デジタル時代の言語教育のありかた

言語を主とした
マルチモダルの
媒体でのコミュ
ニケーションに
必要な能力

教師に求められる
マルチモダルなモ
ニタリング・フィー
ドバック能力？

言語情報処理・メタ言語能力を含む

デジタル・非デジタル空間内 既存知識の再構成・再構築・文脈化



CEFR/CVオンラインインタラクション枠組み（尺度）
2020年度
シンポ

The CEFR Companion Volume (2018)

ICTを活用した学習

ICTを活用したやり取り

Written & Online interaction
・Correspondence
・Note, messages, & forms
・Online conversation & discussion
・Goal-oriented online transaction & collaboration

・メッセージの余剰性の必要性
・メッセージの正確な伝達の確認の必要性
・理解を助け、誤解に対処するための
言い換え（reformulate）能力
・情緒的（emotional）反応を扱う能力

（オンラインでの）
インタラクティブな
ライティング？


